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An autopsy case of Burkitt's tumor with special reference to histological aspects of “starry sky” 


pattern. 
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Nagasaki University) 


ABSTRACT: An autopsy case of Burkitt’s tumor, 6-year-old African girl, was studied, especially 


on the histological aspects of “starry sky” pattern. 


The right ovary which was considered to be 


the primary portion of the tumor had been resected 2 months before the patient died. At 


autopsy, systemic enlargement of lymph nodes was noted. However, the lower jaw and orbits 


were intact. Numerous “starry sky” formations in tumor tissue in the ovary and also in lymph 


nodes could be observed, but not in metastatic foci in other organs such as kidneys, pancreas, 


adrenal glands, heart, liver and lungs. Histological findings of this case is characterized by 


systemic proliferation of “starry sky” in primary organ and in lymph nodes, but not in other 


organs. The feature of the cell of “starry sky” were examined by several staining methods and 


series sections. We may suppose that the pattern of “starry sky” is significant to make 


diagnosis of Burkitt’s tumor. 


は じ め に 


バー キッ ト 腫 場 は 1958 年 に バー キッ ト ①1) に よっ て ウ 
ガン ダ 国 の 子供 の 下顎 骨 に 発生 する 肉腫 と し て 初め て 
報告 が な され た . その 後 バ ー キ ッ ト (②⑫ は 1961 年 に その 
疾患 の 地理 病理 学 的 検索 を 行い 年 令 顔 度 別 や 地域 別に 
その 特徴 の ある こと を 指摘 し た . この 腫瘍 の 分 布 は 世 
界 中 の 殆 ん どの 地域 に 及び , 特に 赤道 アフ リカ , パプ 
アニ ュー ギニア , 南米 の 一 部 に 多発 地帯 か ある 0 と 
報告 され て いる . 日 本 国 に 於 いて も , 散発 的 に みとめ 
bh, 大 星 ら (6⑥) の 最初 の 報告 が ある . この 腫瘍 に つい 
て の 臨床 的 , 病理 組織 学 的 , 細胞 学 的 な 立場 か ら の 人 研 
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fete cFoRh (7, 8, 9, 11, 12, 成因 に つい 
て は Epstain © Levine ら (3, 4, 5) の ビー ルス 
と の 関係 が 注目 され て いる . 著者 自身 が 東 ア フリ カ ・ 
ケ = ェ ア 共 和 国 で 1973 年 に 卵巣 原発 と 考え られ る バー キ 
ッ > ト 腫 瘍 の 病理 解剖 を 経験 し , 特に 組織 学 的 に starry 
sky の 動態 に つい て 吟味 し た の で ここ に 報告 する . 
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Photo. 2. 


Photo. 3. 


Photo. 1. Burkitt’s tumor of right ovary 
in a 6-year-old African girl. 


Multiple and confluent metastatic 
masses in the kidneys. 


Systemic enlangement of retro- 
peritoneal lymph nodes. 


Photo. 4. 


Photo. 5. 


Characteristic pattern of the 
Burkitt’s tumor. Hematoxylin 
and Eosin stain, x 160 


Magnification of Photo. 4. Hemat- 
oxylin and Eosin stain, x 733 


| キテ 


日 に ケニア 国 ナ クル 病院 で 腹部 腫瘍 診断 の も と で 両側 
の 卵巣 摘出 術 を 受け た . その 後 , 全身 状態 は 悪化 し 約 
2 ヶ月 後に 死亡 . 


病理 解剖 学 的 所 見 


剖検 番号 Nak.160 体重 14kg. 身長 104cm 全身 状 
態 は 著 明 な る い 痩 と 脱水 を 認め た . TAR, 眼球 に は 
著 変 は 認め られ な か っ た . 腫瘍 性 病変 は 手術 時 に 摘出 
され た 小児 頭 大 の 右 卵 巣 腫瘍 を 最大 (PRoto.1.) と LT, 
又 剤 検 時 に は 系 統 的 な リン パ 節 腫 肛 が みとめ られ , 後 
腹膜 領域 CPhoto.3.), 腸 間 膜 リン バ 節 , 両側 典 筆 部 及 
び 両 側 下腹 部 に それ ぞ れ 最大 携 指 頭 大 の 大 き さ で お 互 
WICKES LCM ORBEA TR Lr. 左側 卵巣 
に は 著 変 ト みとめ られ な か っ た . 右 卵 巣 腫瘍 の 表面 は 
平滑 で , Hope BL 弾性 硬 で , 割 面 で は 黄 赤 色 で 粘 
液 性 光沢 を まじ えた 混 湯 腫 肛 を みとめ た . リン ペ 館 の 
逢 面 は 灰白色 な いし 灰 赤色 で 混 江 腫 妥 し , 所 に よっ て 
出血 を 混在 し な が ら 壊 死に 陥っ て いる . 腸管 の バイ エ 
ル 板 の 腫 大 は 存在 し な か っ た . 骨盤 腔 内 側壁 に は 著 明 
な 肥厚 が みとめ られ た . 腹水 は 淡 黄 色 透 明 で 250ml み 
と め た . その ほか 肉眼 的 に は 心臓 (8Og) で は 持 指 頭 大 
の 腫瘍 結節 を 両 心室 前 壁 と 左 心室 乳頭 筋 に みとめ た . 
BREGE 140g, A 60g) で は 両側 性 に 数 個 の 小指 頭 大 
の 腫瘍 結節 を 表面 に みとめ た が 被膜 と の 癒着 は 存在 し 
な か っ た (Photo.2.). PERE CGAY ~ 758 © BH 
LIRERBAA OBI < ALD. BIRCH Th 
皮質 領域 に 浸潤 を みとめ た . TS, 肝臓 , 肺 に 肉眼 的 
こ 著 変 は た な か っ た . 骨髄 は 胸骨 , 腰椎 , 大 服 有 月 におい 
T, 全長 に わた り 赤 色 牙 が それ ぞ れ に 認め られ た . 


病理 組織 学 的 所 見 


原発 部 位 と 思わ れる 右 卵 梨 の 腫瘍 細胞 は 円 形 又 は 類 
円 形 の ほぼ 一 様 な 大 きき の 細胞 か ら な り , 細胞 質 は 少 
な く , 核 は 円 形 又 は 類 円 形 で 核 小 体 も 明瞭 で , リン ペ 
芽 球 様 の 細胞 で あり , 分 裂 や 増殖 も 著 明 で ある . 一 方 
それ ら を 背景 に 大 き な 胞体 を 持ち , 核 は 不 整 形 で 大 き 
く , 喰 食 能 を 有する 細胞 か 散在 性 に みとめ られ , い わ ゆ 
る starry sky の 像 を 呈し て いる (Photo.4,5.). リン 
ペペ 節 に 於 いて は 全般 的 に 風 瘍 細胞 の 増殖 と 被膜 へ の 浸 
潤 が み ら れ , starry sky も 明らか で ある . 心臓 に お い 
て は 肉眼 的 所 見 と 一 致し て 種 場 細胞 の 浸潤 を みとめ , 
心筋 は 圧迫 姜 縮 に 陥っ て いる . 腎臓 で は 間 質 組織 に 著 
し い 腫瘍 細胞 の 浸潤 , 増殖 が み ら れ , 同様 な 所 見 を 騰 
臓 , HUE, 肺 に も 認め られ た . 肝臓 で は 全般 的 に うっ 
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血 が 強く , 2 VERE BORSA と め 
る . 睡 臓 で は 中 等 度 の うっ 血 と 赤 腔 髄 に 軽度 の 腫瘍 細 
胞 浸潤 を みとめ る . 骨髄 で は 腫瘍 細胞 の 浸潤 は な く , 
赤 芽 球 系 細胞 の 中 等 度 の 増加 を みとめ た -・ 


starry sky 像 の 分 布 に つい て 


Table 1. Grade of starry sky in tumor 
tissue of several organs 


Distribution of the 


Organs starry sky 


R-axillar lymph node 
R-supraclavicular lymph node 
Mediastinal node 

L-axillar lymph node 
L-supraclavicular lymph node 


Lymph node of bifurcation of 
trachea 


は +++ 


Retroperitoneal lymph node 
R-inguinal lymph node 
L-inguinal lymph node 
Diaphragma 

Heart 

Kidneys 


ETE: 


| 


| 


Pancreas 

Adrenal glands = 
Liver 一 
Lung = 


—: negative, +: minimal 


+: slight, ++: moderate, 


PEA 


it: marked 


名 臓器 に お ける starry sky の 分 布 は Table 1. に 
示す 如く で ある . 原発 臓器 OLR) © starry sky は 種 
ぇ た 分 布 を 示し て いる . starry sky を 呈し て いる 細胞 
質 内 に は 過 ョ ウッ 素 酸 シ ッ フ 反応 と 過 ョ ウ 素 本 スモ ナミ 
ン 銀 染色 法 に よっ て 陽性 を 示す 細 頼 粒 が 多数 出 現 し て 
いる . OO 一 赤 O 染 色 陽 性 物質 は 認め られ な か っ た 
リン パ 千 に 於 いて も starry sky の 分 布 に は 種々 な 差 
が みとめ られ , 中 に は 全く starry sky の 不明 瞭 な も 
の も 存在 し た . その 他 の 臓器 Cb, B, WE aR P, 
Ke, 肺 ) で は starry sky は 明らか で な か っ た . 


考 宗 


バー キッ ト 腫 場 に お ける starry sky の 動態 を 追求 
する こと に よっ て , バー キッ ト 腫 場 と starry sky と の 
関係 を 明らか に し よう と 試み た . 即ち starry sky を 
呈す る 細胞 が バー キッ ト 腫 腸 を 特徴 づけ る 上 に いか な 
る 意義 を 有する か を 検討 する こと は この 腫瘍 の 診断 用 
び 原 因 を 追求 する 上 で 大 切な こと と 考え ん えら れる. この 
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starry sky を 呈し て いる 細胞 に つい て は 非 腫瘍 性 細胞 
と し て 次 の よう な 理由 で 異論 は な い . 核 の 異型 性 が な 
いこ と , 細 胞 は 常に 単 一 に 存在 し て , 隣 接し た り , 結節 
状 の 増殖 を し な いこ と , 喰 食 能 を 有する こと が 主 な 理 
由 で ある . starry sky の 分 布 を 原発 臓器 (卵巣 ), リン 
バ 節 , 浸 潤 臓 器 に お ね いて, それ ぞ れ 吟味 し た . その 分 布 
は Table 1, に 示す ょ うに 各 臓 器 に よっ て 種々 で あり , 
原発 須 器 に お いて も 場所 に よっ て その 分 布 に 差 が み と 
め ら れる . RIB CHAS, B, BE, BV, 肝 , 肺 な 
と で は starry sky は 明らか で な い . starry sky は 本 
来 細 綱 組織 の 豊富 な 臓器 に お ける 腫瘍 組織 の 方 が ょ り 
明瞭 に 認め られ る 傾向 に ある . 腫瘍 細胞 の 浸潤 を きた 
し た 臓器 に お いて は 細 網 内 皮 系 の 細胞 が 見 られ る が 腫 
場 細 胞 の 中 に 埋没 し starry sky も みとめ られ た ない. 喰 
食 能 も 認め られ な か っ た . この こと は starry sky の 
分 布 は 原発 臓器 や リン ズバ 節 の 組織 と 深い 関係 を 持っ て 
いる も の と 考え られ る . この starry sky を BUT 
る 細胞 の 性 格 を 追求 する た め に , 原発 臓器 (卵巣 ) と 
リン パパ 節 組織 標本 の 連続 切 填 に よる 再 構築 を 試み , リ 
ンズ パ 洞 と の 位置 関係 を 調べ た が 明らか で は な か っ た . 
更に この 繝 胞 を 過 ョ ウッ 素 酸 ・ シ ッ フ 反応 や 過 ョ ウ 素 酸 
メセナ ミン 銀 染色 法 に よっ て 調べ る と 胞体 内 多数 の 陽 
性 題 粒 を みとめ た . 

し か し O’Conor ら ⑧) が 報告 し て いる ょ うな 中 性 脂 
肪 は みとめ られ な か っ た . 又 リ ン 節 に お いて , 
starry sky の 明らか で な い 所 で も , 過 ョ ヨウ素 酸 メ セナ 
ミン 銀 染色 法 に よっ て 陽性 を 示す 細 頼 粒 の 集 導 を み と 


め , そこ と に は 一 致し て 義 縮 し た 非 腫瘍 性 の 細 網 系 細胞 
を みとめ る こと か ら , 以前 に starry sky の 存在 し た 
こと を 推測 で きる . 今後 の 研究 に よっ て これ ら の 思 粒 
が macrophage と し て の 特徴 な の か , それ と も 異な 
っ た も の な の か を 結論 づけ た い . starry sky ELT 
いる 細胞 は 胞体 が 広く , 核 も 概して 大 きく , 不 整 形 を 
cD, 喰 食 能 も 存在 し , 前 述 の よう な 出現 臓器 か ら 考 
える と 組 綱 内皮 系 の 細胞 と 考え た い . starry sky OH 
Say starry sky を 構成 する 細胞 の リンパ 節 や 原発 巣 
に お ける 喰 食 能 と 密接 な 関係 が あり , 活動 が 盛ん に な 
る こと に より 明 腰 に な る も の と 考え られ る . W. H. 
O. の バー キッ トト 腫瘍 委員 会 や に よる と バー キッ ト 腫 
場 の 診断 基準 に starry sky を 積極 的 に は 取り 上 げ ば て い 
な い . し か し な が ら 本 例 で は starry sky の 動態 は リ 
ンズ バ 節 に お いて 系 統 的 に みとめ られ , 本 腫瘍 の 発生 や 
増殖 と 深い 関係 が ある も の と 考え られる. 対照 と し て 
剖 性 リン ズバ 腫 の 26 例 を 検討 し た が 一 部 の リン ペ 節 に 
starry sky 像 た に 似 た 組織 像 が みとめ られ る 2 例 を 得 た 
か が 系 統 的 に は starry sky を みとめ な か っ た . Thi 
に 原 工 臓 閉 及び リン ズ 節 の 腫瘍 組織 に 全般 的 に みとめ 
られ る 本 例 は 趣 性 リン ズ 腫 の 中 の 一 つの タイ プ と 考え 
られ る . この よう な こと か ら , 系 統 的 な starry sky 
像 の 出現 は 悪性 リン ペ 腫 の タイ プ を 知る 上 で 大 切な 所 
見 と 考え られ る . 


側 指導 いた だ きま し た 板倉 英世 教授 に 深 席 いた しま 
すう 
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